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小
松
島
競
輪
鴨
島
サ
ー
ビ
ス

小
松
島
競
輪
鴨
島
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ
ト
化
を

セ
ン
タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ
ト
化
を

答　

最
重
要
項
目
と
し
て

答　

最
重
要
項
目
と
し
て
取
り
取
り

　
　

組
ん
で
い
る

組
ん
で
い
る

翔
政
ク
ラ
ブ　

米
﨑　
　

孝　
議
員　

小
松
島
競
輪
鴨
島
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ
ト
化
を

米
﨑　

競
輪
事
業
は
健
全
で

明
る
い
レ
ジ
ャ
ー
の
場
で
あ

り
、
多
く
の
フ
ァ
ン
か
ら

信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
そ
の
事
業
の
収
益

金
は
、
地
方
財
政
の
充
実
に

大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。
現

在
、
江
田
・
鴨
島
両
車
券
売

場
の
売
上
、
入
場
者
数
、
営

業
時
間
、
従
業
員
数
、
換
金
、

借
地
料
等
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

十
八
年
度

は
、
江
田
・
鴨
島
と
も
に
本

場
開
催
が
七
十
日
、
場
外
発

売
が
二
百
四
十
六
日
、
合
計

三
百
十
六
日
開
催
。

　

江
田
の
売
上
金
額
は
、
本

場
開
催
が
一
億
六
千
八
百
万

円
余
、
場
外
発
売
が
八
億
一

千
万
円
余
、
合
計
九
億
七
千

九
百
万
円
。
一
日
平
均
売
上

が
三
百
九
十
万
円
、
入
場
者

数
は
十
一
万
六
千
六
百
人
、

一
日
平
均
三
百
六
十
九
人
。

発
売
時
間
は
午
前
七
時
二
十

分
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。
従

業
員
十
名
で
発
売
と
前
日

分
の
支
払
い
業
務
。
換
金

は
翌
日
払
い
。
借
地
料
は

四
百
八
十
万
円
で
あ
る
。

　

鴨
島
の
売
上
金
額
は
、
本

場
開
催
が
一
億
七
千
五
百
万

円
、
場
外
発
売
が
八
億
三
千

四
百
万
円
、
合
計
十
億
九
百

万
円
、
一
日
平
均
売
上
が

三
百
十
万
円
、
入
場
者
数
が

十
一
万
六
千
人
、
一
日
平
均

三
百
六
十
七
人
。
発
売
時
間

は
午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午

後
三
時
ま
で
。
従
業
員
十
四

名
で
発
売
と
前
日
分
の
支
払

い
及
び
清
掃
業
務
。
換
金
は

翌
日
払
い
。
借
地
料
は
年
額

六
百
四
十
九
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

米
﨑　

鴨
島
の
フ
ァ
ン
の
方

か
ら
、
近
く
に
パ
チ
ン
コ
店

も
あ
る
の
で
、
サ
テ
ラ
イ
ト

（
滞
留
型
発
売
所
）
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ

た
。
そ
の
場
で
換
金
で
き
れ

ば
売
上
も
伸
び
る
と
思
う
し
、

隣
接
に
広
い
空
地
も
あ
り
、

駐
車
場
に
は
心
配
な
い
。
サ

テ
ラ
イ
ト
化
を
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
け
な
い
も
の
か
。

ま
た
、
徳
島
市
内
で
の
独
立

場
外
発
売
所
の
設
置
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長　

サ
テ
ラ
イ
ト
（
滞
留

型
発
売
所
）
は
、
全
国
に

四
十
九
カ
所
あ
る
競
輪
フ
ァ

ン
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と

し
て
、
事
業
の
一
翼
を
担
っ

て
い
る
存
在
。
鴨
島
の
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ

ト
化
を
最
重
点
項
目
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
独

立
場
外
発
売
所
の
設
置
は
、

徳
島
市
に
限
ら
ず
可
能
性
を

模
索
、
検
討
す
る
。

　小松島競輪鴨島サービスセンター

小松島競輪江田前売場外売場
小松島競輪マスコット

ポンスター
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南
海
・
東
南
海
地
震
の

南
海
・
東
南
海
地
震
の

　
　
　
　
　
　
　

防
災
対
策

防
災
対
策
は

答　答　

国
、
国
、
県
の
助
成
助
成
制
度
を

制
度
を
活
用
し

活
用
し
、

　
　

対
策
対
策
事
業
を

事
業
を
進
め
る

進
め
る

無
所
属
ク
ラ
ブ　

髙
木　

幸
次　
議
員　

南
海
・
東
南
海
地
震
の

　
　
　
　
　
　
　

防
災
対
策
は

髙
木　

将
来
必
ず
来
る
と
言

わ
れ
て
い
る
震
度
五
〜
七
の

南
海
・
東
南
海
地
震
。
本
市

は
大
変
海
に
近
く
、
大
津
波

の
襲
来
時
に
は
、
赤
石
・
和

田
島
地
区
は
も
と
よ
り
、
市

内
は
浸
水
し
、
被
害
は
予
想

を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
本
市
の
防
災
対

策
は
心
配
な
い
か
。

市
長　

太
平
洋
側
南
海
ト
ラ

フ
で
、
過
去
に
、
繰
り
返
し

発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
八
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
及

び
そ
の
地
震
に
よ
る
津
波
で

被
害
を
受
け
た
昭
和
の
南
海

地
震
発
生
か
ら
六
十
年
の
節

目
に
当
た
る
本
年
、
今
後
は

三
十
年
以
内
に
五
〇
％
の
確

率
で
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
と

危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
は
、
市
民
の
生
命
・

財
産
を
守
り
、
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
。
平
成
十
七
年
に
は
、

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全

戸
配
布
を
行
っ
た
が
、
市
民

一
人
一
人
に
地
震
に
対
す
る

意
識
対
策
も
必
要
で
あ
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
現
状
も
見
極
め
、
国
、

県
等
に
お
け
る
助
成
制
度
等

を
活
用
し
な
が
ら
、
各
種
防

災
対
策
事
業
等
へ
の
要
望
も

し
て
い
き
た
い
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

髙
木　

旧
坂
野
町
当
時
、
江

藤
町
長
は
、
ま
ち
の
活
性
化

を
思
い
、
町
民
の
た
め
に
小

松
島
市
と
合
併
し
た
と
聞
い

て
い
る
。
昭
和
か
ら
平
成
の

今
日
に
至
っ
て
も
、
旧
坂
野

町
は
い
ま
だ
に
道
路
・
学
校

設
備
・
交
通
の
便
に
お
い
て

も
お
く
れ
て
い
る
。

　

昨
年
の
阿
南
市
議
会
六
月

定
例
会
と
本
年
三
月
定
例
会

に
お
い
て
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
中
で
十
万
人
構
想
の

実
現
等
に
関
連
し
、
本
市
の

旧
那
賀
郡
（
立
江
町
・
坂
野

町
）
と
の
部
分
合
併
の
質
問

が
あ
り
、
新
聞
報
道
も
さ
れ

た
。
こ
の
部
分
合
併
に
つ
い

て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

市
長　

こ
の
た
び
の
阿
南
市

の
議
論
に
つ
い
て
も
、
関
係

市
町
村
の
境
界
変
更
の
協

議
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
の
議

決
、
県
知
事
へ
の
境
界
変
更

の
届
出
、
県
議
会
の
議
決
、

総
務
大
臣
へ
の
届
出
に
よ
る

告
示
等
、
手
続
次
第
で
は
地

方
自
治
法
上
は
可
能
で
あ
る

が
、
現
実
的
に
は
大
変
難
し

い
と
思
っ
て
い
る
。

横須海岸

小松島市役所
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二
重
契
約

二
重
契
約
、
二
重
払
い

、
二
重
払
い
で
な
い
の
か

で
な
い
の
か

答　答　

当
時
の

当
時
の
い
き
さ
つ

い
き
さ
つ
が
は
っ
は
っ

　
　

き
り
き
り
し
な
い
が
、

し
な
い
が
、
現
時
点

現
時
点

　
　

で
は
で
は
二
重
二
重
払
い
払
い
で
は
な
い

で
は
な
い

　
　

と
考
え
て

考
え
て
い
る
い
る

前
進
ク
ラ
ブ　

出
口
憲
二
郎　
議
員　

二
重
契
約
、
二
重
払
い
で
な
い
の
か

出
口　

平
成
十
一
年
十
一
月

十
一
日
付
の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
処
理
業
務
委
託
契
約
」

は
、同
年
四
月
一
日
付
の「
一

般
廃
棄
物
処
理
業
務
委
託
契

約
」
と
重
な
り
、
二
重
契
約

と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
二
つ
の
契
約
委

託
料
の
算
出
基
盤
で
あ
る
、

人
件
費
、
設
備
費
、
営
業
経

費
が
、
同
一
の
も
の
が
使
わ

れ
て
お
り
、
よ
っ
て
二
重
払

い
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

市
民
環
境
部
長　

当
時
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
は
可
燃
ゴ
ミ
と

し
て
焼
却
処
理
を
し
た
と

思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
の
重
複
は
な
い
。

ま
た
、
委
託
料
算
出
基
盤
の

重
複
に
つ
い
て
は
、
増
減
そ

れ
ぞ
れ
業
務
内
容
の
変
更
が

あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
委

託
料
を
算
出
し
て
い
る
。

市
長　
「
一
般
廃
棄
物
処
理

業
務
委
託
契
約
」
は
、
早
く

改
善
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
平
成
十
七
年
度
を

も
っ
て
終
了
し
て
い
る
。

競
輪
局

競
輪
局
不
祥
事
件

不
祥
事
件
の

責
任
の

責
任
の
所
在
は

所
在
は
?

出
口　

競
輪
局
不
祥
事
件
の

責
任
の
範
囲
と
所
在
に
つ
い

て
、
調
査
特
別
委
員
会
の
意

見
書
と
い
う
形
で
議
会
の
意

見
を
出
し
て
い
る
が
、
結
論

は
出
た
の
か
。

副
市
長　

議
会
か
ら
の
意
見

書
、
市
の
内
部
調
査
及
び
警

察
の
取
り
調
べ
を
参
考
に
、

改
め
て
検
証
す
る
た
め
調
査

委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら

調
査
を
踏
ま
え
、
法
令
の
規

定
に
よ
り
職
員
が
市
に
対
し

て
賠
償
責
任
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
精
査

を
行
い
た
い
。
こ
れ
ら
一
連

の
事
務
が
終
了
し
た
時
点
で

市
長
に
報
告
し
、
市
長
が
決

定
す
る
。

事
務
事
務
事
業
事
業
評
価
評
価
シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

導
入
が

導
入
が
遅
れ
て

遅
れ
て
い
な
い
か

い
な
い
か

出
口　

平
成
十
七
年
十
二
月

議
会
か
ら
四
回
に
わ
た
っ
て

取
り
上
げ
て
い
る
事
務
事
業

評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ

い
て
全
く
影
も
形
も
見
え
て

こ
な
い
が
、
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

政
策
監　

各
種
補
助
金
事
業

の
評
価
な
ど
、
一
部
取
り
組

ん
で
い
る
部
分
も
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
施
行
作
業
を
踏
ま

え
、
本
市
に
適
し
た
評
価
シ

ス
テ
ム
と
な
る
よ
う
今
後
改

善
を
重
ね
、
平
成
二
十
一
年

度
に
は
本
格
導
入
で
き
る
よ

う
作
業
を
進
め
て
参
り
た
い
。

小松島リサイクルセンター

小松島競輪場バンク
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地
方
議
会
は
、
地
方
分
権
の
時
代
に
あ
っ
て
、

二
元
代
表
制
の
も
と
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務

執
行
の
監
視
機
能
及
び
立
法
機
能
を
十
分
発
揮

し
な
が
ら
、
日
本
国
憲
法
に
定
め
る
地
方
自
治

の
本
旨
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

小
松
島
市
議
会
は
小
松
島
市
民
に
よ
っ
て
選

ば
れ
た
議
員
で
構
成
し
、
そ
の
役
割
と
責
務

に
基
づ
く
小
松
島
市
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
り
、

市
民
の
福
利
の
た
め
に
活
動
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

議
会
は
市
民
の
意
思
を
代
弁
す
る
合
議
制
機

関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
ら
の
創
意
と
工
夫
に

よ
っ
て
市
民
と
の
協
調
の
も
と
、
小
松
島
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
議

会
の
公
正
性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
、
市
民
参
加
を
推

進
す
る
議
会
を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
く

た
め
に
も
、
小
松
島
市
議
会
基
本
条
例
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
こ
の
た
び
、
議
会
基

本
条
例
制
定
を
目
指
し
、
議
員
全
員
参
加
の
も

と
、
勉
強
会
を
発
足
し
ま
し
た
。

発
足
発
足議

会
基
本
条
例
勉
強
会

議
会
基
本
条
例
勉
強
会

議
会
基
本
条
例
勉
強
会

 

「
清
く
、
正
し
く
、
公
平
に
、
そ
し
て
強
く
」

　

こ
の
言
葉
が
、
議
員
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め

に
掲
げ
る
、
私
の
政
治
信
条
で
す
。

　
「
清
く
」
と
は
、
誘
惑
に
負
け
な
い
強
い
自
分

を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
す
。

　
「
正
し
く
」
と
は
、
自
分
自
身
の
判
断
を
よ
り
正

確
に
で
き
る
よ
う
に
、
常
日
頃
か
ら
切
磋
琢
磨
し
、

勉
強
し
続
け
る
こ
と
で
す
。
何
事
に
も
意
欲
的
に

参
加
し
、
見
聞
を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
公
平
に
」
と
は
、
す
べ
て
の
市
民
に
公
平
か
、

常
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
な
る
か
を
自
問
自

答
し
続
け
る
こ
と
で
す
。

　
「
そ
し
て
強
く
」
と
は
、
清
く
・
正
し
く
・
公

平
で
あ
る
こ
と
を
、
自
分
の
信
念
と
し
、
行
動
を

起
こ
す
こ
と
で
す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
「
百
言
よ

り
一
実
行
」
を
行
い
続
け
る
所
存
で
す
。

　

そ
し
て
、
高
齢
者
に
は
生
き
が
い
を
持
っ
て
安

心
で
き
る
町
に
、
子
ど
も
た
ち
に
は
希
望
あ
ふ
れ

る
明
る
い
未
来
が
約
束
で
き
る
町
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
信
条
を
常
に
持
ち
続
け
、
精
一
杯
精
進
し

て
い
き
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

農
業
か
ら
夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

私
は
、
去
る
平
成
十
九
年
四
月
二
十
二
日
に
行

わ
れ
た
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く

の
皆
様
の
御
支
援
を
い
た
だ
き
、
当
選
の
栄
に
浴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

安
心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
、
将
来
に
希
望
や

夢
の
灯
り
が
と
も
る
小
松
島
市
「
小
さ
く
て
も
キ

ラ
リ
夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
私
の
選
挙
公
約
で
は
、

市
民
の
皆
様
に
お
約
束
し
た
事
項
で
あ
る
「
環
境

に
や
さ
し
い
循
環
型
農
業
の
追
求
・
適
正
な
利
潤

を
確
保
で
き
る
農
業
の
育
成
、
特
産
品
づ
く
り
・

市
道
、
農
道
の
整
備
・
水
道
の
普
及
・
高
齢
者
が

生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
・
子
ど
も

た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
各

事
業
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
全
力
を
傾
け
て
い

く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
に
足
ら
ざ
る
点
が
多
い
こ
と
を
自
覚
し

つ
つ
、
一
層
の
御
指
導
、
御
理
解
、
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
私
の

所
信
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

安平　剛之
（小松島町）
当選 1回

濱田　保徳
（櫛渕町）
当選 1回

私の政治信条

! !! !
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発
行
／
小
松
島
市
議
会　

議
長　

大
和　
　

肇　
　
　
　
　
　
　

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

委
員
長　

立
川　

邦
男

古紙配合率 100％
再生紙を使用しています。

平成19年 9月13日 午後 6時より
夜 間 議 会 開 会夜 間 議 会 開 会夜 間 議 会 開 会

平 成 19 年 9 月 定 例 会 日 程

月　　　日 曜 開  議  時  刻 議　　　事 備　　　考

9　月　7　日 金 午　前　10　時 開会（議案提出）

9　月　11　日 火 午　前　10　時 質疑・一般質問

9　月　12　日 水 午　前　10　時 質疑・一般質問

9　月　13　日 木 午　後　６　時 質疑・一般質問 夜間議会

9　月　18　日 火 午　前　10　時 委 員 会 審 査 総務常任委員会

9　月　19　日 水 午　前　10　時 委 員 会 審 査 文教厚生常任委員会

9　月　20　日 木 午　前　10　時 委 員 会 審 査 産業建設常任委員会

9　月　25　日 火 午　前　10　時 議 決・ 閉 会

　

三
月
定
例
会
・
第
一
回
臨

時
会
（
五
月
）・
六
月
定
例

会
に
お
い
て
の
討
議
や
、
一

般
質
問
で
、
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
検
証
し
、
議
論
を
重
ね

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
よ
り
良
い
小
松
島
市
で

あ
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
い

る
議
会
の
様
子
を
お
伝
え
す

る
べ
く
議
会
広
報
特
別
委
員

会
は
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
の

充
実
が
一
層
図
ら
れ
る
よ
う
、

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

改
選
後
、
新
人
議
員
五
名

を
編
集
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と

し
て
迎
え
ま
し
た
。

　

新
人
五
名
の
予
想
通
り
の

力
量
発
揮
で
、
本
号
の
発
行

の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
感

謝
を
い
た
し
ま
す
。

委
員
長　

立
川　

邦
男

編 集 委 員

立　川　邦　男
出　口　憲二郎
天　羽　　　篤
佐　野　善　作
北　野　恒　男
安　平　剛　之
濱　田　保　徳
井　村　保　裕
池　渕　　　彰

立江小学校「友好交流の碑」前にて　訪問団と有志市議ほか

本別町交流交流訪問団訪問団 8名8名来市本別町交流訪問団 8名来市

編 

集 

後 

記

市民の皆さん傍聴にお越しください。


